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地域スポーツクラブにおける大学生のかかわり
─指導後の振り返りによる学生の気づきについて─
Involvement of the University Students to the E-city Sports Club
─Awareness of Students through Review of Post Coaching─









Involvement of the University Students to the E-city Sports Club




















































実施日 平成 23 年６月 13 日

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実施日 平成 25 年９月９日
指導者 ８名　リーダーＩ（男）Ｈ（男）
参加児童数 15 名
プログラム 運動会
（1）活動内容
①玉入れ
②綱引き
③大縄跳び
④リレー
（2）振り返り（省略）
Ⅳ．まとめ
　学生が地域スポーツクラブにかかわる意義として，体
験を通して指導力を向上させる，子どもの体力向上やス
ポーツに親しむ機会をサポートする，大学と地域の連携
を深め地域に貢献することがあげられる。学生が指導体
験を通してどのようなことに気付き，また，経験を積む
ことで指導力が変化するか，活動後の振り返りにおける
学生の気付きによって示した。さらに子どもの様子，プ
ログラム，指導力，安全面に関することの４つに分類し
た。
　指導に慣れていない１期目では，指導言語が指導案の
方法やルールのみを説明する指示がほとんどで，説明が
長く，始めるまでに時間がかかり，テンポ感や勢いに乏
しい。また，子どもと親しくなるにつれ，けじめがあい
まいになり，活動をコントロールできなくなる場面も
あった。振り返りでは自分がリーダーかサブリーダーか
にかかわらず，〈指導〉に関する指摘が多く挙げられた。
子どもたちが予想と違う反応を示すと対応に手間取り，
活動が停滞してしまう。〈子ども〉の様子もネガティブ
な面に目が行きがちで，指導者自身の困惑や心配といっ
た感情が反映されている。
　２期目になると，〈子ども〉の様子から〈プログラム〉
の難易度や楽しめていたかを判断し，ルールを変更した
り，場を工夫するなど，子どもの習熟度や状況に応じて
プログラムの修正を行えるようになっていた。〈指導〉
に関してもリーダーとサブリーダーとの連携がうまくい
くようになって，準備や片づけを含め時間を有効に使え
る様子が見られた。
　〈安全〉はプログラムの内容に関連し，「器械運動」や
「ボール遊び」のように怪我の危険性が高いときには多
く挙げられた。また，子ども同士やこどもと学生の関係
が不安定な状況のときにも，強く意識されていた。
付　記
　本研究は，平成23年度から平成25年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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